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＜渇水対応＞ 
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沖縄北部５ダムの統合運用による渇水対応 

普久川ダム 
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辺野喜ダム 

ダ　　ム　　名 福地ダム 新川ダム 安波ダム 普久川ダム 辺野喜ダム

河　　　　　川
福地川水系

福地川
新川川水系

新川川
安波川水系

安波川
安波川水系

普久川
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工業用水 工業用水 工業用水 工業用水 工業用水

堤　　　　　高 91.7m 44.5m 86m 41.5m 42m
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3

1,250千m
3

17,400千m
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2,550千m
3

4,000千m
3
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【概要】 

北部ダム統合管理事務所が管理している、福地ダム、新川ダム、安波ダ

ム、普久川ダム、辺野喜ダムの 5 つのダムは、総延長約 15ｋｍにも及ぶ調

整水路（トンネル）で、5つすべてのダム間が連結され、治水・利水に効率

良く統合運用を行っている（図-1参照）。 

特に平成 21年前半は例年に無い渇水であったが、この統合運用により効

果的に貯留を行った。 

 

 

図-1 5 ダム統合運用模式図（利水縦断図） 
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小規模河川しかなく、大規模なダムが多くは望めない沖縄本島では、ダ

ム間を調整水路トンネルでつなぎ、ダム群として統合運用を行うことによ

り効果的な水開発を行う必要がある。 

平成21年前半は、図-2に示すように少雨が続き、6月11日には過去最低の

貯水率（43％）となり、例年に無い渇水となった。そのため、統合運用に

よる効果的な水運用が必要となった。 
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図-2 平成 21年 渇水状況 

背  景 

平成 21年 6月 11日 
7ダム管理としては過去最低 
貯水率43.0％ 貯水量35.559千 m3

平成 16年、6ダム管理時

平成 21年

※ 平均貯水量は、平成16年度までは6ダム合計、平成17年以降は7ダム合計の単純平均 

※ 6ダムとは、福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム プラス漢那ダム（平成15年4月より管理開始）

※ 7ダムとは、上記6ダムにプラス羽地ダム（平成17年4月より管理開始） 
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（１） 効果的な水開発 

  ・ 小規模な河川しかなく、大規模なダムが多くは望めないため、ダム

間（福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム）を

調整水路トンネルでつなぎ、ダム群として統合運用を行うことによ

り効果的な水開発を行った（図-1参照）。           

 

（２） 効率的な水運用（図-3、図-4、表-1参照） 

・ 洪水時などにダムから溢れて下流に流れていく水量を極力少なく

するように、各ダムの空き容量の均等化を図りつつ、小さなダム（

新川ダム、普久川ダム、辺野喜ダム）で洪水時に一時的に貯留した

水を、容量に余裕のあるダム（福地ダム、安波ダム）に徐々に導水

・貯留した。 

 

創意・工夫した事項 
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（※1） 各ダムの下流への義務放流量（不特定容量）以外
は貯留（福地・安波）ダムへ送る。
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（※2） 貯留ダム（福地・安波）の空き容量が同一になる
ように運用する。

福地ダム ＥＬ.83.5m～78.23ｍ

安波ダム ＥＬ.103.5m～87.5ｍ
①貯水位が の運用 （第1～6段階）

＜北部５ダムの統合運用について＞
運用前提： ダムの統合運用は、極力「無効放流（越流）」を行わない運用を行う

福地ダム ＥＬ.78.23m～54.5ｍ

安波ダム ＥＬ. 87.5ｍ
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～～
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安波ダムも（※1）の位置付けとなる。

～～

ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ

安波ダムと福地ダムの貯水容量が同一となるように運用する。
（安波ダムはポンプ稼働が必要）
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図-3 沖縄北部５ダム総合運用模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 空き容量均等化による運用模式図 
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今回の降雨では、北部5ダムの統合運用により、単独運用に比べて約 

84万ｍ3（約3日分の送水量）の水を効率的に貯めることができたと推測

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 ダム郡の統合運用による効果 

創意・工夫により得られた効果 
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北部ダム統合管理事務所 国管理７ダム貯水量グラフ

平成21年

平成20年

平成19年

平成18年

平成17年

平成16年

平均貯水量（H11～H20）

利水容量

（国７ダム利水容量82,700千m3）
貯水量（千m3）

※平成17年4月から羽地ダム管理開始

※平成 5年4月から漢那ダム管理開始

※平均貯水量は、Ｈ１６年度までは６ダム合計、Ｈ１７以降は７ダム合計の単純平均

平成 21 年 6 月 11 日 
貯水率 43.0％ 貯水量 35,559 千 m3

平成 21 年 6 月 15 日 
貯水率 58.5％ 貯水量 48,398 千 m3

15.5％貯水量上昇 5 ダムによる運用効果 

（国 7ダム利水容量 82,700 千 m3）

約84万m3 （＋1%）

※ 平均貯水量は、平成16年度までは6ダム合計、平成17年以降は7ダム合計の単純平均 

※ 6ダムとは、福地ダム、新川ダム、安波ダム、普久川ダム、辺野喜ダム プラス漢那ダム（平成15年4月より管理開始）

※ 7ダムとは、上記6ダムにプラス羽地ダム（平成17年4月より管理開始） 

ダム群の統合運用により約８４万m3を効率的に貯留！

小規模河川しかなく、大規模なダムが多くは望めない沖縄本島では、ダム間を調整水路トンネルでつなぎ、ダム
群として統合運用を行うことにより効率的な水開発を行っています。
統合運用では、洪水時などにダムから溢れて下流に流れていく水量を極力少なくするように、容量の小さなダム
で洪水時に一時的に貯留した水を、容量に余裕のあるダムに徐々に導水・貯留し効率的な水運用を行います。
今回の降雨では、北部５ダム群の統合運用により約８４万m3の水を効率的に貯めることができたと推測して

います。

各ダムを単独運用した場合

×

×

×

×

５ダム群を統合運用した場合

・普久川ダム、新川ダムで約８４万m3が

ダムから溢れて海へ流出。
・このときの７ダムの想定貯水率は「５７．５％」

・辺野喜ダム、普久川ダム、新川ダムの洪水時の一時貯留

水を安波ダム、福地ダムに送水することで、普久川ダム、
新川ダムからの海への流出を無くし効率的に水を貯留。
・7ダム貯水率「５８．５％」 （単独運用との差＋１．０％）

【約3日分の企業局への送水量に相当】

約５２万m3が海へ流出

約３２万m3が海へ流出 容量の大きい福地ダム、
安波ダムで約８４万m3を

効率的に貯留
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今後もこれまでのデータの蓄積、運用のノーハウを生かし、より効率

的な統合運用を図りながら有効な水開発に努める。 

今後の展開 


